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８
月
大
雨
の
被
害
調
査

と
復
旧
の
見
通
し
に
つ

い
て

問　

大
髙
議
員

①
国
道
、
県
道
等
の
被
害
状
況
に

つ
い
て
、
各
官
庁
か
ら
現
状
と
見

通
し
に
つ
い
て
、
聞
い
て
お
く
べ

き
と
思
う
が
。

②
町
道
な
ど
の
被
害
状
況
の
把
握

と
復
旧
事
業
の
現
状
と
見
通
し
は
。

③
水
田
、
畑
作
な
ど
の
災
害
復
旧

の
手
法
や
見
通
し
に
つ
い
て
、
関

係
者
と
話
し
合
う
べ
き
と
思
う
が
。

④
家
屋
被
害
（
損
壊
・
浸
水
）
等

へ
の
見
舞
金
等
が
順
調
に
支
払
わ

れ
て
い
る
の
か
。

答　

町
長

①
被
害
規
模
と
し
て
、
県
管
理
部

分
を
含
む
公
共
土
木
施
設
、
公
園
、

農
地
・
農
業
用
施
設
、
町
管
理
の

林
道
、
国
有
林
内
の
林
道
等
、
上

下
水
道
施
設
、
合
計
被
害
報
告
額

88
億
９
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
国
の
災
害
査
定
及
び

復
旧
工
事
が
進
む
中
で
、
よ
り
正

確
な
数
値
に
近
づ
い
て
い
く
。

②
被
災
を
受
け
た
道
路
ご
と
に
状

況
を
把
握
し
、
復
旧
工
法
を
提
案

し
て
災
害
査
定
を
受
け
て
い
る
。

12
月
２
日
ま
で
に
災
害
査
定
を
終

え
、
今
後
、
工
事
の
発
注
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　

今
回
は
激
甚
災
害
指
定
と
な
り
、

被
災
箇
所
も
多
い
こ
と
か
ら
、
今

後
の
工
事
発
注
時
期
や
発
注
規
模

な
ど
十
分
検
討
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

③
町
が
把
握
し
て
い
る
全
て
の
農

家
及
び
農
業
団
体
か
ら
、
被
災
の

有
無
等
の
報
告
を
も
ら
い
、
小
規

模
な
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
新

設
し
た
自
力
復
旧
支
援
制
度
の
活

用
を
お
願
い
し
て
い
る
。
自
力
復

旧
支
援
事
業
の
申
請
件
数
は
、
11

月
末
時
点
で
29
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
来
年
度
の
耕
作

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
共

同
利
用
施
設
（
水
路
・
農
道
な

ど
）
の
復
旧
工
事
を
最
優
先
で
進

め
た
い
。

④
災
害
見
舞
金
は
、
11
月
10
日
ま

で
に
対
象
と
な
っ
た
す
べ
て
に
支

給
を
終
え
て
い
る
。
ま
た
、
町
の

生
活
再
建
支
援
金
も
、
11
月
30
日

ま
で
に
す
べ
て
に
給
付
を
終
え
た

が
、
現
在
、
国
の
生
活
再
建
支
援

金
を
申
請
し
て
い
る
中
で
不
採
択

と
な
っ
た
も
の
に
対
し
て
は
、
今

後
、
町
の
制
度
に
切
り
替
え
て
、

町
が
支
給
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。▲浸水被害のあった家屋（北金ヶ沢地区）

町政をただす

８月大雨の被害状況
　　　現状と見通しは？問
被害報告額88億900万円の激甚災害指定
国の災害査定後、工事発注の準備進める

答

質問者の動画が
視聴できます。

大髙　恒藏 議員
おおたか ぞうつね
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町政をただす

答　

町
長

①
人
口
減
少
問
題
は
、
本
町
に
限

ら
ず
、
全
国
的
に
も
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ま

で
子
育
て
支
援
の
拡
充
、
移
住
・

定
住
、
関
係
人
口
の
創
出
・
推
進

等
々
、
様
々
な
政
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
人
口

減
少
問
題
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
現
在
実

施
し
て
い
る
様
々
な
施
策
に
加

え
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
上
昇
さ

せ
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
っ

た
「
奇
跡
の
町
」
な
ど
先
進
地
事

例
に
学
び
、
出
来
る
こ
と
か
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

人
口
減
少
問
題
の
対
処

に
つ
い
て

問　

大
髙
議
員

①
当
町
の
出
生
数
は
、
令
和
元
年

度
18
人
、
令
和
２
年
度
19
人
、
令

和
３
年
度
14
人
、
令
和
４
年
度
11

人
（
10
月
末
現
在
）
で
あ
る
。
出

生
数
が
一
番
多
い
年
は
記
録
に
あ

る
も
の
で
昭
和
30
年
の
５
４
９
人
。

こ
の
現
実
を
み
て
、
町
長
は
何
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
考
え

た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

②
小
中
学
校
の
教
育
で
人
間
が
生

存
し
て
い
く
と
は
ど
ん
な
こ
と
な

の
か
。
地
域
社
会
が
継
続
す
る
と

は
ど
う
い
く
こ
と
な
の
か
、
道
徳

的
な
教
育
が
必
要
と
思
う
が
。

②
小
中
学
校
の
教
育
に
お
け
る
道

徳
に
つ
い
て
は
、｢

特
別
の
教
科 

道
徳｣

と
し
て
授
業
に
組
み
込
ま
れ

て
お
り
、
自
己
の
生
き
方
を
考
え
、

主
体
的
な
判
断
の
下
に
行
動
し
、

自
立
し
た
一
人
の
人
間
と
し
て
他

者
と
共
に
よ
り
良
く
生
き
る
た
め

の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
人
間
の

存
在
意
義
や
地
域
社
会
の
継
続
に

つ
い
て
も
、
道
徳
教
育
を
通
じ
て

学
ん
で
い
く
も
の
で
あ
り
、
今
後

と
も
道
徳
教
育
の
充
実
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

保
育
園
や
子
ど
も
園

の
経
営
状
況
に
つ
い

て
問　

大
髙
議
員

　

通
園
バ
ス
へ
の
安
全
装
置
設
置

が
義
務
化
と
な
る
よ
う
だ
が
、
設

置
費
用
の
８
割
が
国
、
１
割
が
県
、

１
割
が
事
業
者
と
の
こ
と
だ
が
、

事
業
者
が
負
担
す
る
１
割
を
町
で

負
担
で
き
な
い
か
。

答　

町
長

　

現
在
、
国
に
お
い
て

「
こ
ど
も
の
バ
ス
送
迎
・

安
全
徹
底
プ
ラ
ン
」
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
所
在

確
認
や
安
全
装
置
の
装
備

の
義
務
付
け
等
が
来
年
４

月
よ
り
施
行
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
施
行
か
ら

１
年
間
の
経
過
措
置
を
設

け
る
も
の
の
来
年
６
月
ま

で
に
安
全
装
置
を
装
備
す

る
こ
と
を
現
場
へ
働
き
か

け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
で
は
第
２
次

補
正
予
算
案
に
お
い

て
、
送
迎
用
バ
ス
へ

の
ブ
ザ
ー
設
置
に
必

要
な
経
費
を
全
額
国

庫
負
担
と
す
る
内
容

の
事
業
も
示
さ
れ
た
。

町
と
し
て
は
、
令
和

５
年
度
一
般
会
計
予

算
に
管
内
の
保
育
施

設
す
べ
て
の
送
迎
バ

ス
に
ブ
ザ
ー
を
設
置

す
る
た
め
の
費
用
を

予
算
計
上
し
た
い
。
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五
能
線
の
存
続
に
つ

い
て

問　

大
髙
議
員

　

Ｊ
Ｒ
の
赤
字
路
線
が
公
表
さ
れ

た
。
五
能
線
（
能
代
―
深
浦
間
）

の
収
支
率
が
県
内
で
２
番
目
に
悪

い
状
況
で
あ
る
が
、
五
能
線
全
線

を
観
光
列
車
と
し
て
存
続
さ
せ
る

た
め
の
議
論
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

町
長

　

国
は
、
地
方
鉄
道
の
存
廃
に
つ

い
て
地
域
協
議
会
を
設
け
検
討
し
、

３
年
以
内
に
結
論
を
出
す
よ
う
だ

が
、
県
で
は
、
路
線
の
維
持
存
続

を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
協

議
会
の
設
置
は
想
定
し
て
い
な
い

と
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
仮
に
協
議
会
を
設
置
し

た
場
合
は
、
沿
線
市
町
村
等
と
連

携
し
、
路
線
の
維
持
存
続
を
前
提

に
協
議
す
る
と
し
て
い
る
の
で
、

現
時
点
で
は
、
本
町
か
ら
議
論
を

持
ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

漁
業
者
に
対
す
る
救

済
事
業
に
つ
い
て

問　

大
髙
議
員

　

８
月
の
大
雨
で
泥
が
堆
積
し
た

岩
礁
の
モ
ズ
ク
、
ワ
カ
メ
、
サ
ザ

エ
、
シ
タ
ラ
ミ
、
タ
コ
な
ど
沿
岸

の
採
取
物
の
状
況
は
。

　

ま
た
、
燃
料
費
高
騰
に
よ
る
影

響
へ
の
支
援
等
を
考
え
ら
れ
な
い

か
。

答　

町
長

　

昨
年
同
期
比
で
４
漁
協
の
ウ
ニ

の
漁
獲
量
は
88
パ
ー
セ
ン
ト
減
、

漁
獲
金
額
87
パ
ー
セ
ン
ト
減
、
モ

ズ
ク
の
漁
獲
量
は
90
パ
ー
セ
ン
ト

減
、
漁
獲
金
額
76
パ
ー
セ
ン
ト
減
、

サ
ザ
エ
の
漁
獲
量
は
34
パ
ー
セ
ン

ト
減
、
漁
獲
金
額
６
パ
ー
セ
ン
ト

減
と
な
っ
て
い
る
。
様
々
な
支
援

策
の
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

本
会
議
の
中
で
有
意
義
な
議
論
を

し
た
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

対
応
に
つ
い
て

問　

大
髙
議
員

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
が
再
び
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
、
診
療

所
、
保
育
所
等
に
は
、
さ
ら
な
る

予
防
の
徹
底
が
必
要
と
思
う
が
。

答　

町
長

　

各
小
中
学
校
に
は
、
11
月
に
国

の
指
針
に
基
づ
き
、
感
染
症
拡
大

局
面
を
迎
え
て
の
予
防
対
策
の
再

徹
底
に
関
す
る
通
知
を
行
っ
た
。

深
浦
診
療
所
で
は
、
厚
生
労
働
省

が
作
成
し
て
い
る
手
引
き
の
中
に

あ
る
院
内
感
染
対
策
に
基
づ
い
て

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
保
育
施
設

に
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
示
さ
れ
て
お
り
、
当

初
の
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
か
ら
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
へ
の
方
針
の
移
行
に
伴
い
、

そ
の
都
度
、
変
更
さ
れ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
各
施
設
へ
周
知
し
て
い
る
。

避
難
者
の
受
け
入
れ

態
勢
に
つ
い
て

問　

大
髙
議
員

　

一
軒
家
の
空
き
家
を
３
戸
ほ
ど

整
備
し
、
受
入
れ
を
表
明
す
べ
き

と
思
う
が
。

答　

町
長

　

公
共
施
設
の
中
で
、
旧
ウ
ェ
ス

パ
椿
山
が
あ
る
。
柔
軟
に
対
応
し

て
行
き
た
い
。

▲旧ウェスパ椿山のコテージ

町政をただす


